
ナイス福岡 会報 2009 年７月

         ＮＡＩＳ ‐ Ｆの会報「くすのき」でクマが呟きだして、今回で 40 回目

となりました。会員の皆様の中には、会の代表を務めている私が何故「クマ」

なのか疑問を持たれている方も多いと思います。今回は自己紹介を兼ねて、

何故私がクマなのかをお知らせしたいと思います。 

 私は福岡大学附属大濠高校の生物の教員を長く務めていました。この間、

教員生活の一部として、生物部や地学部の顧問と、山岳部の顧問などを長年

務めました。私を大濠高校に呼び込まれたのは、当時九州の登山家の代表と

して有名な存在であった、立石敏雄氏でした。氏は「新つくし山岳会」の会

長を務められて、山のガイドブックとして「九州の山」を刊行しておられま

した。このガイドブックは１２回改訂されており、新しい情報を盛り込むこ

とを目的に、九州全体の山を絶えず巡っておられました。また、立石氏は植

物分類学の研究者としても九州を代表する存在でした。私は立石氏への弟子

入りを目的に大濠高校の教員となりました。 

     私は高校生時代から福岡県内を始め、北部九州一帯の山々を駆け回って

いた関係で、県内の高校・生物教師の教育研究組織である「福岡県高等学校

生物部会」が、福岡県植物誌の刊行を企画された時、山の植物調査の案内役

を務めることになりました。最初は、山々をガイドするだけでしたが、次第

に森林の植生調査に引き込まれ、やがて、宝満山系や背振山系の一部、立花

山、油山などの調査を一任される事態となり、本格的に植物生態学の勉強を

することになりました。このような経緯から、山野を徘徊することとなり、

更に福岡大学の北極圏調査グループに引き込まれて、アラスカなどを徘徊

し、また、学校内や教室内を動き回って生徒を指導していたことから、生徒

たちから、先生は「クマ」みたいと言われるようになりました。そこで、大

濠高校を退職するとき、当時中学１年生から６年間教えていた生徒たちに、

君たちは大濠高校を卒業する。私は人間を卒業して「クマ」になると宣言し

たのです。 
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第１３期 和白干潟の自然観察ガイド講習会 
 

博多湾の和白干潟は国の鳥獣保護区に指定され、ラムサール条約登録の候補地にもなっています。和白干潟を守る

会では、博多湾に残された和白干潟の大切さを観察会を通して伝えています。この自然観察会のガイドを育成する講

習会は今回で１３年目になります。今回の講習会のお知らせをいたします。多くの皆様のご参加をお待ちしています。 

干潟には どんな生きものがいるの？   ・とき：  ８月２日（日） 11:00～18:00 

・集合：和白干潟を守る会事務所（和白 1-14-37、海のきりえ館１階）                                 

・講師： 菊池泰二 氏：九州大学名誉教授（海洋生態学）                              

・ 持ち物：筆記具、弁当、水筒、ルーペ、双眼鏡など                                       

・ 服装：長靴、帽子、長袖、長ズボン                                              

★募集：３０名。講習は室内とフィールドの両方あります。                                 

★参加費：２０００円（和白干潟を守る会会員は無料）                                   

★主催：和白干潟を守る会：福岡市東区和白 1-14-37 山本方                                

TEL/FAX092-606-0012                                         

★ 申し込み・お問い合わせ：TEL/ FAX: 092-944-1543 山之内                             

             

自自然然感感  
１６８ 

季節感 

＃４０ 

田植え時、畦道に泥を被って咲い

ていたのを思い出す…花穂の様

子が弓矢を入れる靫(うつぼ)に

似ているから名がつけられた。 

『ウツボグサ』

平成２１年６月下旬

糟屋郡篠栗町若杉楽園 

大塚俊樹 
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日本野鳥の会福岡支部 主催   ※参加費：100 円（中学生以下無料） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本野鳥の会筑後支部 主催      ※参加費：100 円（中学生以下無料）    福岡植物友の会 主催 

 

 

 

         

三国丘陵の自然を楽しむ会 主催  http://mikunikyuryo.blog107.fc2.com/                                  

 

 

  

 

 

 

 

和白干潟を守る会 主催                                  久留米の自然を守る会 主催   

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

福岡市油山自然観察の森 主催     ※往復ハガキでの申込方法はハガキに「行事名・行事実施日・住所・氏名・年齢・ 

 電話番号」を記入の上、自然観察センターまでお送り下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８／９（日） 

和白海岸探鳥会（福岡市東区） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：JR 和白駅前の公園 

問合せ：092-606-0012（山本廣子）

８／１６（日） 

親子でチャレンジ！沢のぼり 

樋井川の源流である油山の渓流で、沢

のぼりを体験します。 

 

時 間：10：00～13：00 

対 象：小学生と保護者 

申込み：往復はがき８／１必着  

定 員：20 名 

 

問合せ：油山自然観察センター 

参加費:１００円 

〒811-1355 

福岡市南区桧原夫婦石 855-1 

TEL：092-871-2112 

開館 9:00～16:30（月曜休館）

８／８（土） 

大濠公園探鳥会（福岡市中央区） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：ボート乗り場前 

092-573-1827（森健児） 

７／７（火）８／１１（火） 

県営春日公園（春日市） 

時 間：10:00～12:00 

集 合：旧公園管理センター前 

問合せ：090-7390-3561（小野仁） 

７／２５（土）８／２２（土） 

久末ダム探鳥会（福間町） 

時 間：8:00～11:00 

集 合：久末ダム多目的広場横駐

車場 (管理事務所下) 

問合せ：0940-33-7846（高原和幸）

７／１９（日）８／１６（日）  

天拝山探鳥会（筑紫野市） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：天拝山歴史自然公園 

問合せ：092-920-7112（山本勝） 

 

７／２６（日） 

猪野（久山町） 

小中学生のためのネイチャーウオッ

チング 

092-947-6536（大吉博子）

７／２５（土） 

クリーン作戦 と自然観察会 

時 間：15：00～17：00   

集 合：海の広場 駐車場なし 

長靴・軍手があると便利 

問合せ：092-661-1594（田辺スミ子）

７／２５（土） 

守る会定例会議 
時 間：10:30～12:30 

集 合：和白干潟を守る会事務所 

問合せ：092-606-0012（山本廣子） 

７／１９（日） 

緑の森・自然観察ハイキング 

渓流沿いや森に棲む生きものの様 

子を観察しながら、のんびり散策し 

ます。 

時 間：10：00～13：00 

対 象：一般 

申込み：不要 （9：30 から受付け） 

定 員：なし  

参加費：100 円 

 

7 月と 8 月の探鳥会はお休みです。

0944-58-1672（野田） 

 

－２-

８／２（日） 

今津探鳥会（福岡市西区） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：玄洋高校西側道路 

問合せ：092-891-9005（神園道男）

 

７／２０（月・祭日） 

第３７１回例会 

水辺の自然観察会と魚ッチング 

時 間：9:30～12:30 

集 合：くるめウス  

参加費：無料 

持ち物：筆記用具、採集用具、ゴム

ぞうりまたは長靴など 

問合せ：0942－21－6676（笠） 

筑後川まるごと博物館運営委員会共催 

７／１８（土） 

夜の観察会 

埋蔵文化財調査センター前集合  

時 間：18：45～20 時 30 頃  

問合せ：092－920－3072（松永） 

要：保険料 100 円 

詳細はブログで。 

三国丘陵 検索 ですぐにヒット

します。 

尚、8 月の観察会はお休みです。 



 

 

 

福岡県自然観察指導員連絡協議会 事務局   

 

◎開催日：２００９年６月２８日（日） 

◎場所：福岡県立春日公園と旧公園管理センター 

 

[その１] 公園で自然観察の方法   １０時から１２時まで ／ 参加者１７名 

梅雨の季節、この時季当たり前の雨が予報に反して、青空を 

見せてくれました。 

苔の生えた樹木の幹の様子、小さな小さなクモの巣、苔の胞子、 

皮目、ノキシノブの隙間にいたヤモリなどで盛り上がりました。 

調整池の水抜き側溝で見かけたクロメダカ、タナゴの仲間、サカ 

マキガイやモノアライガイ、モジズリの美しい桃色と白い色を 

有する小さな花にも感動。 

その観察した内容を別紙にまとめました。(左の写真) 

 

 

[その２] 定例総会  １３時から１５時半まで 

旧公園管理センターで開催 

  出席者１７名／欠席の連絡は３名。 事務局長〔小野仁〕の司会進行 

１）冷昌彦川代表の挨拶 

  各会員が所属する団体で、積極的に観察会が実施されており、感謝しています。今年度も積極的な活動を展開す

ることをお願いします。 

２）2008 年度(2008 年 6 月～2009 年 5 月) 活 動 報 告 

・2008 年 

6 月 22 日 総会開催前 海の中道海浜公園の森の家周辺で自然観察会 15 名参加 

6 月 26 日 小笹小学校５年生 校区内での自然観察会 ５名協力 

6 月７日 簡保レクセンター跡周辺 三国丘陵の自然観察会 11 名参加 

7 月６日 簡保レクセンター跡周辺 三国丘陵の自然観察会 大人 13 名子供２名参加 

8 月２日 簡保レクセンター跡地周辺 三国丘陵夜の自然観察会大人 13 名子供１名参加 

9 月 13 日 簡保レクセンター跡地 三国丘陵の自然観察会 ７名参加 

10 月 2 日 小笹小学校５年生背振自然教室 ６名協力 

10 月４日 宝珠川の土手 三国丘陵の自然観察会 ９名参加 

10 月５日 能古の海岸を楽しもう ＮＰＯ環境未来センター希望・自然観察会１名協力 

10 月 12 日 北九州／皿倉山・権現山の自然観察会 17 名参加 

10 月 25･26 日 環境フェスティバルふくおか 2008 参加 2 日間でのべ 24 名参加 

11 月 1 日 簡保レクセンター跡地周辺  三国丘陵の自然観察会  11 名参加 

11 月 12 日 若久小学校５年生篠栗自然観察会 10 名協力 

12 月 6 日 井ノ浦公園 ため池の生きもの 三国丘陵の自然観察会 ８名参加 

・2009 年 

   1 月 10 日 井ノ浦公園 ため池の生きもの  三国丘陵の自然観察会  ６名参加 

2 月 7 日 簡保レクセンター跡地周辺  三国丘陵の自然観察会  10 名参加 

3 月 14 日 簡保レクセンター跡地周辺  三国丘陵の自然観察会  11 名 

3 月 21 日～22 日 第８回 自然観察指導員全国大会に１名参加 

4 月 11 日 簡保レクセンター跡地周辺  三国丘陵の自然観察会  ７名 

5 月 9 日 簡保レクセンター跡地周辺  三国丘陵の自然観察会  ８名。 

-３-



○松永さんからの報告有り。 

☆青葉公園のパークネイチャークラブ ： 瓜生さんを中心に数名の会員達が１年間 6 回活動。 

7 月 27 日「たびら昆虫自然園親子観察会」／9 月 7 日青葉公園にて昆虫観察会」他。／10 月 5 日青葉公園にて自

然観察会他／12 月 14 日青葉公園にて野鳥観察／2 月 8日青葉公園にて自然観察会（樹木植栽）／4 月 12 日青葉公

園にて自然観察会他／5 月 23 日「エフコープ環境助成金」活動報告会／1 月 18 日青葉公民館「親子ふれあい講座・

子どもの野鳥観察」に掘・瓜生が案内人として参加。→ 堀さんからの報告：子供から教えられることが多い。子

供の笑顔にいやされる。活動のための下見が新しい会員にとって有効だ。 

 

※５月 22 日は、「国際生物多様性の日」です。 

 

○その他関連 

 ＊『自然感 くすのき』のシリーズについて、始まり！終わり！続いて！います。 

  ★こげんなことしよります！ ★熊洞居人独言 

  ★ワンポイント photo 季節感 ★これは何だろう！？ 

  ★ちょっと気になるこんな記事！ ★曽根干潟のカブトガニのお話(國廣勝) 

★不連続シリーズ 心に残る自然の一場面 ★私のデジカメ日誌より  

 

３）《 2009 年(2009 年６月～2010 年５月) 活動計画 》予定 

＊ 九州歴史資料館建設地周辺での観察会 三国丘陵の自然を楽しむ会に協力 

奥山ではなく、すぐ足元にある身近な自然に目を向けてもらうために、今後とも観察会をやっていきます。 

※淵田堤堰堤北側筑紫野南公園について 

   筑紫野市への要望書提出により、淵田堤堰堤と公園の間に緩衝緑地を設けることを事業者との間で合意。度重

なる交渉に自然観察指導員の方々のご協力ありがとうございました。 

三国丘陵の自然を楽しむ会代表 松永紀代子 

 

＊鎮守の森観察会の継続 

例えば 福岡市早良区の梅林八幡や西南の杜湖畔公園で観察会。 

＊九州歴史資料館建設地周辺での観察会 『三国丘陵の自然を楽しむ会』に協力 

＊2009 年青葉パークネイチャークラブの観察会など(瓜生顕一郎他) 

7月 8日青葉公園にて自然観察会他／7月 16日太宰府天満宮と国立博物館の自然観察会／9月 9日青葉公園にて昆

虫観察会他／10月 14日青葉公園にて自然観察会他／12月青葉公園にて野鳥観察会他／2010年 2月 10日青葉公園

にて自然観察会他（樹木植栽・種まき）／5 月 11 日青葉公園にて自然観察会他 

＊身近なフィールド観察会（代表 吉国さん）観察会予定。 

＊環境フェスティバルふくおか 2009〔10 月の２日間 〕 協力予定 

＊福岡県営春日公園での観察会協力予定 

＊ナイス福岡のホームページ掲示板の活用 

････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

『鎮守の森と自然』や『自然と遊ぼう！学ぼう！』などの観察会は継続して実施したいと思います。 

この場所で実施したいという候補地を挙げて下さい。みんなで協力して実施しましょう！ 

その他、自然観察を楽しみたい場所があれば、提案して下さい。 

自由な方法で、そして、みんなで楽しみ、自然保護を考えていきたいと思います。 

毎月１回『第２金曜日の夜』は、定例会で会報発送と情報交換を！是非参加してください。 

････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

４）2008 年度会計報告、2009 年度予算案 

  会計の宮原氏から報告。堀謙治氏から監査結果の報告 

５）事務局体制    

《2009 年度 役員》 

 代表：冷川昌彦 事務局長：小野仁 事務局：吉國正郎、藤川渡、田中健二、吉田素子 

 編集：田村耕作、山本勝、松永紀代子、吉田素子 

 会計：宮原俊彦 監査：堀謙治、辛島真由美 

-４-



 

６）その他のお知らせ 

 ○九州歴史資料館の新しい移転先について 

  新しい施設の周辺について、生きものの生息空間としての復元活動を、民間事業２社を加えた５つの団体と一緒

に、シンポジウムを開催し、提言書にまとめ、提出したい、と冷川昌彦代表から意見があった。時期や民間事業

者が入ることに関して、慎重な意見が多数を占めた。その結果、会としては対応しないことになった。 

 ○太宰府市の水城について 

  太宰府市文化財課が中心になって水城の保存活動を継続している。次回、予定がわかれば、会報で参加を呼びか

けたい（関係者の一人／冷川昌彦） 
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２００９年予算（２００９年６月１日から２０１０年５月末）
（収入） （単位:円）

項目
本年予算

(a)
昨年
（ｂ）

差
(a-b)

備考

繰越金 122,209 145,600 -23,391
会費 180,000 220,000 -40,000
その他 791 400 391
合計 303,000 366,000 -63,000

（支出）

項目
本年予算

(a)
昨年
（ｂ）

差
(a-b)

備考

総会運営 10,000 10,000 0
研修会費 20,000 40,000 -20,000
会報発送 170,000 190,000 -20,000

事務局費 84,000 60,000 24,000
事務局定額経費12ヶ月＊5千円
ホームページ作製管理等

予備費 19,000 66,000 -47,000
合計 303,000 366,000 -63,000

積立金　（予算）

項目
本年予算

(a)
昨年
（ｂ）

差
(a-b)

積立金 300,000 300,000 0
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◇◇◇福岡県環境教育学会第12回年会 開催のお知らせ◇◇◇    

「地球温暖化防止の行動を起こそう！ ～未来世代の環境・食・健康のために～」 

福岡県環境教育学会 会 長 神野 展光  

第12回年会実行委員会 委員長  藤田 八暉  

 

今年の年会は、「地球温暖化防止の行動を起こそう！ ～未来世代の環境・食・健康のために～」をテーマに掲げ、

未来世代の環境、食、健康を守るため、地球温暖化防止の行動を起こすには、どのように環境教育の取組を進めて

いったらよいのかについて、皆で考え、意見を出し合い、実践できるモデルづくりをすることを目指します。  

日頃、学校、地域、団体また個人で、研究され、実践されている成果の発表とともに、意見交換や情報交流の場

として、本会をご活用いただければ幸いです。皆様こぞってご参加いただきますようお願いいたします。 

  

◎第12回年会開催要領  

１．日 時：平成21年8月2日（日） 9:30～17:00  

２．場 所：久留米大学 御井キャンパス (ＪＲ久留米大学前駅より徒歩3分）  

久留米市御井町1635番地   TEL 0942‐43‐4411（代）  

３．プログラム（予定）  

９：３０～ 一般発表  

１２：００～ ポスターセッション  

１３：３０～ 全体会開会  

基調講演「地球温暖化問題：議論から行動へ（仮題）」  

藤田八暉（久留米大学大学院比較文化研究科・経済学部教授）  

１４：４０～ パネルディスカッション  

「地球温暖化防止の行動を起こそう！～未来世代の環境・食・健康のために～」  

１７：００ 全体会終了  

４． 参加費等 会員・学生： 参加費無料 ／ 資料代 500円 

      非会員 ：参加費無料 ／ 資料代1,000円 

-６-



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-７- 

６月１日   筑紫野市天拝公園 

外来種のミシシッピーアカミミガメ。当たり前の

ように繁殖を続けて久しい。在来種のクサガメ

を探すほうが難しい。縁日でミドリガメとして売

り、放生会の思想で神社の池に回収される。 

６月３０日   筑紫野市天拝坂 

庭のフウランに梅雨のしずくが明かりをともし

た。もうすぐ咲きそうだ。 

６月２４日  筑紫野市天拝坂 

イラガの成虫だが、何者かに寄生されたのか頭

に食い破られたあとがあった。 

６月２日   春日市県営春日公園 

県営春日公園での第１回探鳥会の日。雲のジッ

パーが開いて、青空がのぞいた。 

６月５日   築上郡吉富町吉富海岸 

干潟の観察会で、子供たちが採集した何かの

卵のうのようだ。図鑑で観ると「キセワタ貝」の

卵のうか？ 

６月１５日   福岡市西区能古島 

クズの葉陰にコフキゾウムシを観た。淡い緑青

色で美しいと思った。 

６月２８日   春日市県営春日公園 

アキニレの樹皮に気孔が開いていた。皮目（ひ

もく）と呼ぶことを知った 



２００９年６／１２定例発送会は、・藤川

渡・山本勝・田村耕作が参加。大塚俊樹、冷川昌彦か

らは欠席の連絡あり。６／２８の春日公園での観察会

は、視点を変えればいろいろな生きものに出会うこと

ができることが改めて確認できました。 

大木の幹に茂ったノキシノブ、その中 

にカベチョロがいました。びっくり。 

今年の定例総会も終了し、新年度の 

活動開始です。田字草 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆◆◆◆事務局からのお知らせ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

インターネット掲示板に会員の皆様の書き込みをお願いします。 

ナイス福岡のアドレスはこのページの一番下に表示しています。 

 

会費振込について  

それぞれの会員の皆様の会員期限をタックシール部分に明記してあります。各自ご確認の上、郵便局にて下記の

郵便振替口座に振り込みをお願いいたします。なお、会計年度は 6 月から翌年 5 月末までです。 

郵便振替口座：福岡県自然観察指導員連絡協議会 01760-9-15783 

年会費：2000 円 

 

皆に知らせたいことはありませんか？  

皆さんが行っている観察会やイベントの案内、自然保護に関する情報やご意見、お薦めの本の紹介などをお寄せ

下さい。原稿は定例会の一週間前までに事務局にお送り頂くとその月の会報に載せることができます。 

皆さん情報をお待ちしています。 

 

定例会に参加してみませんか？ 

本会の運営に関する打ち合わせや情報交換、会報の発送作業を原則として 

毎月第２金曜の 18:00～20:00 ごろまで 

自然案内舎㈲クラバードにて行っています。 

会員の方はどなたでも参加できるのでお気軽にお立ち寄り下さい。皆さんのおこしを心よりお待ちしています！ 

次回の定例会は、事務局の都合により通常よりも１週間早めの２００９年８月７日（金）午後６時より事務局で

行います。８月号の原稿は、７／３０（木）までに届くようにお願いします。 
なお、原稿を掲載するに当たっては編集担当にお任せ願います。 

※お願い 会報をホームページで見る環境をお持ちの会員は手をあげて下さい。経費節減のためです。 

宜しくお願いします。 
 

他団体の会報の紹介 

・日本野鳥の会筑後支部 会報まめわり 第９９号 ０９．７．０１ 

・福岡植物友の会 会報 第５０巻 平成２１年 ７月号 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

 
編集後記 お問合せ：  福岡県自然観察指導員連絡協議会 

（NAIS Fukuoka：The Nature Interpreter Society of Fukuoka)

代表：冷川昌彦／事務局長：小野 仁／ 

編集：田村耕作･山本勝･松永紀代子･吉田素子／会計：宮原俊彦 

〒814-0144 福岡市城南区梅林２丁目１０番２３号 

        ハイツ中村４０１  

自然案内舎㈲クラバード内 TEL & FAX：092-４００ｰ１７６５ 

URL：http://www.kurabird.com/    

掲示板 URL: http://bbs9.fc2.com/php/e.php/~naisfukuoka/ 

-８-

これは何だか解かりますか? 

《ヒント》 

何やら恐ろしげなかに見えますが・・・これは、ヤマ

モミジの枝で見かけました。 

 

《前回（１６７号）の解答》 

砂で作った黒いうどん様のものは、環形動物門・多毛

網のタマシキゴカイ（クロムシ）の糞塊でした。干潟

のモンブランと呼ぶ人も居るようですよ。 


